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1. はじめに
グローバリゼーションが進む中で「教育と生涯学習」
の重要性が指摘され,教育新生 (Education Reform)や国
際教育協力が推し進められている [1],[2]．そこでは, 情報
通信技術 (Information & Communication Technology,
ICT)が学習機会へのアクセスを拡大することや学習者
の理解力・創造力を深めることを可能にする潜在力を
持つものとされている．特に工業高専では, ICTを利用
した教育のみならず, ICT技術教育自体が重要な専門的
職業教育と位置づけられる．留学生教育では, 遠隔学習
(distance learning)プログラムの開発は留学生教育に新
たな展開をもたらすものと期待され, 留学生の入学前か
ら卒業後の follow-up/refresh まで継続的留学生教育の
将来的長期的な改善につながる展望もある．
沼津高専では, 1996年 4月の校内 LAN 設置に伴い,

留学生の教育に LAN やインターネットを利用する試み
が積極的に始まった．その後, LAN を利用して通信を
行い, ネットワーク上で情報の共有を図る「留学生のた
めの特別演習室」構想が提起され, その実現に向けて検
討されてきた．平成 11年度に留学生のために選択教室
が 2室設けられ, その一室の留学生選択教室 IIに「マル
チメディア学習システム」が導入され, 翌年度にもう一
室の留学生選択教室 Iにもマルチメディア機器が導入さ
れ, システムが拡充整備された．さらにその翌年度には
DigitalVideo編集・配信機器が強化された [3]−[5]．
ここでは,「マルチメディア学習システム」の拡充整
備を進めつつ, システムの高速・高機能化を検討してい
る現況について報告する．

2. マルチメディア学習システムの紹介
システムの管理体制 留学生選択教室の維持管理は, 学
生課が行うものであるが, マルチメディア学習システム
の機器の点検維持管理については, 留学生に委嘱し , そ
の留学生の指導教官並びに当該研究室の特別研究生・卒
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業研究生が支援する保管体制を暫定的に取っている．ま
た, 留学生選択教室の利用も「留学生選択教室利用心得」
を設け, その遵守を義務付けている．

システム環境 留学生選択教室 Iでは, マルチメディア
機材を活用して授業や発表・討論会を行うために, 液晶
プロジェクタが 1台と無線 LAN と 2台の PCが設置さ
れている．講師と留学生達が持ち寄るノートパソコンで
無線 LAN（Ethernet) が構成できる．教師側の PC 画
面を液晶プロジェクタを通してスクリーンに表示し , そ
れらを用いて授業が行われる．インターネットから集め
た教材は serverに蓄積され, 授業等で効率よく利用でき
るよう配慮されている．設置されている PCはマルチメ
ディア教材を作成・編集するために設けられており, 作
成された教材は serverに蓄積される．現在留学生のため
の教材や学園生活情報の data-base 化を計画している．
留学生選択教室 II(マルチメディア演習室:図 1)では

留学生用 PC が学内 LAN を経由して外線に接続され,
LAN 上の各 PC でファイル,プリンタの共有ができる．
Multimedia PCではビデオ編集や CD/R, DVD/Rの作
成等もできる．留学生がノート PCを持参した場合でも
無線 LANを用いて, ネットワークに接続して作業する
ことができる．この教室も授業時間外にも利用でき, 留
学生が母国の家族・友人との双方向通信を行ったり, 世
界中の最新情報を集めるために利用してきた．

図 1. 改善したマルチメディア学習システム
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Mobile Motion Serverの導入 マルチメディア演習
室にVideo編集・配信サーバーが導入され, MobileMotion
が設置された．MobileMotionには, 最新の動画圧縮・伸
張 (codec)であるMPEG4を用いた映像配信など , 従来
の環境にはなかった機能が多数取り込まれている．その
機能を用いて, 留学生が, 自分達の活動状況を動画とい
う形で表現し , 世界中に配信することができる．撮影・
取り込み・編集・配信という一連の流れを学生自身の手
で行うことにより, 意見交換, 情報交換が活発に行われ,
様々な学習効果が期待できる．

TV電話利用の試験 留学生の場合, 文章のみの教材を
扱うより, 動き・音声のある教材を利用すると, より効果
的な学習ができる．そこで, Yahoo Messenger β 版を用
いて, TV電話機能を試験的に導入した．TV電話機能を
使うと, 複数の手段で, 離れた相手と迅速に, 確実に情報
をやり取りする能力が身につくことが期待できる．

学内 LAN の更新 平成 13 年度から 14 年度にかけ
て, 学内 LAN が GigaBitLAN に更新された．本研究
室で行った 転送試験結果 (5回の平均値) を表 1に示す．
100BaseT の環境に比べて, 大量のデータをやり取りす
ることができることが確認された．

表 1. GigaBit 対応の HUB の性能
測定機器 ビットレート
GigaBit 対応 HUB 118.7Mbps
100BaseTの HUB 43.6Mbps

無線 LAN 学内 LAN の更新に伴い, 学内に 802.11b
規格 (最大 11Mbps) の無線 LAN のアクセスポイント
が設置された．表 2に実際に測定した転送レート（3回
の測定の平均値）を記す．なお, 転送に用いた PCの間
には壁等の電波障害物は無い．

表 2. 転送レート
設定速度 受信 送信
2∼11Mbps 3.25Mbps 3.56Mbps
1∼2Mbps 1.85Mbps 1.98Mbps

これらの環境整備により, 留学生の作成する HTML,
XML文書や, 動画の転送速度・量の制限が少なくなり,
より高度な資料が作成されることが期待される．

成果物・活動記録 留学生には留学生同士の交流や地元
地域との親善交流等, さまざまな活躍が期待されている．
留学生は,それらの活動に積極的に参加し ,その結果をま
とめて留学生の活動のWebページに展示している．一例
として, 平成 13年度も沼津市国際交流協会主催のスピー
チコンテストが開催され, 本校留学生も参加した．この
活動の様子が, Video編集・配信サーバーを用いて動画
でも公開されている．

3. おわりに
本報告では, マルチメディア学習システムの拡充整備

を行い, それを利用した留学生教育の例を示した．マル
チメディア技術の発達は, 様々な新しい「教材」を提供
でき,「学生が自主的に学べる学修環境」を実現し得る
ものである．「上級生がいろいろな ICT を駆使し , それ
を利用して下級生が学ぶ」というシステムができている．
それらを見て,新しい留学生達が先輩留学生の学園生活
を想像し , 期待し , 安心感を抱く．これまでの, 留学生の
活動, 授業や学園生活での情報交換・交流に加えて, 留学
生選択教室, マルチメディア学習システムを軸に, 留学
生・日本人学生,そして教師の間の Network Community
ができ上がりつつある．今回の拡充整備により, 一層の
進展に期待する．また, さらに高度なマルチメディア技
術が進展し , 次世代高速 LAN 環境が整えられ, 至る所
から活用できる情報通信網 (ubiquitous Information &
Communication Network)が構築されて, さらなる教育
研究, 国際交流の展開が期待される．
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